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_お問い合わせ# 

三多摩演劇をみる会 

立川市！*町 2 — 3 —31 » 0425 ( 23)5031 
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# 街に u 光り輝く新人たちがあふ 
れている。一人一人に^る»光が， 
希®に滿ちた顔をいつそう輝かせ 
る季節だ。まぶしいのは太喵だ 
けではない。•昨年の新入生は今 
午はどんな «. 持ちでこの季節を迎 
えるのだろうか•昨年の6分を思 
いうかべるか、先輩となつた0分 
を兒つけるか。心新たに迎える# 
の香りはどんな香りだろうか。# 
ピカピカの一年生に同伴する人は 
本人ょり満面の笑顔をたたえてい 
たり，はにかんだ9する。我- f の 
成長を確認するのは少しばかり SI 
はずかしいものなのかもしれない • 
さらに成 fi する我での®：::一は親だ 
けではなく、 J 5 I 囲の人にもまぶし 
く映るのではないだろうか。接色 
の笑期が立川にもあふれる。#筲 
突に洩る風うけえくてびあん'* 
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駅ビル9階で開かれた nl 立川 rfl 
立小学作述钤展会 J の会場に少 
々奇妙なニワトリが現われた。幸 
小学校の清镇寃之くんがの 
時の作品だ。ボ—ズが人胆*■もち 
ろん本物の117きとはちがぅことは 
制作者は百も承知なのだが、何し 
ろグルリと後に曲げた首か印象的 
で来蝴者の目をひいていた ■ 
作品は小宁校の授莬で M 作した 
もの。囟 H 担当の白石スミ T - 先牛 
がニワトリを教宰に放して«察を 
させて作らせたもので' トリの動 
きを大切にのことばを索®:に受け 
た请«くんは一盼の肋さを見のが 
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さずにいた。「クラスのみんなが同 
じ姿の二 , 7トリばかり作るので、 
みんなとは違ぅのを作りたかっ ^ Tj 
と、後を振り向いた瞬 W を捉えた。 
しっか〇観察をしながら、芸術家 
魂ももちあわせているのが ft 後の 
ひとひねりに出ている。*直な少 
年の心とすこしばかり大人つぼい 
レジスタンスが同居している* 


〔立川クィズ2月号答〕 

m 本の人 n は1億150:力5千12]人 
で中、5千锄万 5 T 121 入が男性で 
6千161万6千取人と圧飼的に女性 
が多いが'昨年15:力人を越ぇた立 
川市では7万5千221人が男性で7 
万4千絍人が女性?72月«べ> 
と男注が多い。 答えは① 


真如苑だよ0 

ばかほかと•暖かい太阽が 
様々なものに生命を与ぇます。 

野や山に新たな命が£ずき始 
める頃、街 t 華かな空§1にあ 
ふれるょぅです。今 H も皆様 
のお越をお待ちいたしており 
ます"お$1軽にどぅぞ。 

■日時 40:18 日出 

午後 2 時14時 
■御本单'典如宝物館をはじ 
めとして映_など盛り だく さ 
んの用®が I てございます。 

■立川市民 < 成人)に限らせ 
て m きます。 

■お申し込みは「えくてびぁ命 

ん •！！>/< 


「学校教窗発符之雉 J 
柒 53 T 町四丁 ET 公 ( 1 内 
にある石«■明治 +I 
年、油立校香で字枝教 
♦ I を行なゥた立川最初 
の it •独立校金といぅ 
のは、当時としては玲 
しかつたという*これ 
を£念して昭和二五年、 
十«立八十周年の探 
に、石！ r か嫌立された。 


#済寺(柒崎 BJ > 正鬥から來 
に向かつて細い II を歩くと•そ 
の ifi 沿い右手に、小？な! «* 公 

ffl がある_ 

その公 BO 内，桜の木の横に • 
小さな公®には不釣合なほど大 
さな碑がある；学校教育発祥之 
地」と剡ま 
れた石 
明治初期， 

そこが独立 
忮舎を建て， 

子ども逹に 
学校«育を 
ほどこした 
立川初の地 
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であることを記している。「明治 
十 I 年四月' 柒嵴村沢(現在の 
柴畤町四丁目》に/<四坪の校舎 
を新築…云々」と碑文は•誇らし 
し$1にうたつている。それより 
以前、明治三年三 H 三日，#済 
寺内に K み •& き•そろばんを 
教える郷学校が IW かれた U が • 


まだまだ寺小一 e に近いものだつ 
たという"その当時、学校 ar & 
に力を：^したのが、組姒であ 
った梅谷元 si 門と#済寺住職の 
柴崎維船。彼ら tr 私財を投げ 
うち、#/1した。教育への無项 
解と»しさか 
らか，なかな 
か-? ■ どもを学 
校へ出したが 
らない村の人 
々を説褂し、 
ときには_ 

もとつたよう 

- 

立川最初の独立校舎は、大 JE 
三年•今の一小に新築移転する 




まで三十六年閲、柴埼町の地で， 
子ども ii と共に>>み統けた"泣 
いたり•笑つたり， tt 師と子ど 
もの「手作”」の教育が，そこ 
で、 fr なわれていたのだつた。 
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演劇好きが集まつて、何とか自分達の街で良い作品を 
安く観ることが出来ないかと考え、力を合せて劇団をよん 
できてしまつた or 三多摩演«をみる会^錦町2 丁目}には真 
に演劇を愛する人々が集い和気あいあいと観劇を楽しんでいる。 



钸町にあるご〗 一 多牵演刺をみる 
会」<広石幸弘•運営委 ft .40 は演 
劇好きが m まつて13年荊に始めた。 
当初演刺を安く観るという目的も 
あつて特に S 伝をするということ 
もなかつたが•会 n の： m 的に共哏 
する人が nn ミで次第に增え•現 
在は2千名を' M える会員&の組無 
に成 fi した • 

沏円の入会金と月々 L 4 a 円の会® 
で#でも会兵になることが出米る 
気軽さが受けている•会員は2か 
片に一度*制を見ることが出来る。 
会 a 数が增えている現在•一回の 
公演で人りきらないので二： a から 
三 IH 1 に：□を分けて公演が行われる 
か*脱たい n も会 fl の希望でわり 
あい自由に遒ベる点も心 K りが© 
じられる。連 •& 面の色々な所に同 
じように、進もが来しく観劇出來 
るようにという配瓛がされている 
のは•やはり本当の演劇好きが始 
めただけあつてゆきとどいている。 
そんなことからか、仝 n は老若男 
女さまざまの人が集まつていて、 
近所でサークルを作つている埸合 
がかなり多い"自然と会場はなご 
やかな空気にあふれ，2千名を越 
える団体でありながら大へんに家 
屁的だ"本米「仝」というものは 




►花束«1£-0金|(の手で行ゎれ,0* 

こうあるべきと思えるものを有し 
ている◊自ら*劇をする者も研究 
に来ていた9•そうした人々との 
コミュニケ I シ m ンも交され*演 
«を通しての«かい人と人との交 
流が生まれている❶ 

また•会 a によつてすべてが運 
宮されているので，席の割 S て、 
受付、搬入なども会 ft の当番で行 
われるのもユニ I クな ところ 初 
めて当番に当つた人は w れない¥ 
に*初は とまどうよう だが、愼れ 
るに 従い 知人が増えたり自ら運営 
に当る ということから、 #々 とし 
て行、が多い。そんな ことから 
会場はいやがうえにも楽しい 1 T 囲 
気がみなぎつてくる。 

単に K るだけではなく、 
交代でまわつてくる当番 
利の担当をすることによつ 
M て•「お客さん J ではなく、 
%仝貝としての自党か出来 
▲< てくる-自然と会の中で 
の親睦が深まつてゆく。 
新しい友人を見つける絶 
好の埸といえる。 

演刺好きにとつてうれ 
しいことはまだある。覲 


期後に出演各逢との親睦全が W か 
れるのだ。#段めつたに会ぇない 
役者さんと直接 a をすることが出 
来るのが好評だ。その日の®の寧 
や次回についてなど、いろいろな 
3 SM が交される。中には思わぬ良 
い»を役者さんがしてくれたりす 
る。舞台の上の役者さんが•ぐつ 
と身近に! S じられ、親しみを®じ 
ることが出米るのも，演劇好きに 
はたまらない魅力だ。躲る側と演 
匕る M が一間に会してますます会 
は盛りあがる。 

今まで都心まで出ていた人が， 
自分の住む街の近くで•本鸟の税 
劇が出米る。®心に出るにはクッ 
から服装に気を id つて少々かしこ 
まつて奴た演®も，この会では気 
鞋に、忡の良い知人とも一緒に拔 
ることが出米るのである。違つた 
意味での本来もつ演劇の架しさを 
知ることが出来、また栾しさを引 
き出して くれる のである，* 
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お好み焼なら「やきやき亭.一と 
いわれるよぅになりたいと«主の 
永件|| : .斯さんは、岭味された wtt 
を広 ft から取寄せることにした。 
その心总鉍がひと味違ぅ本場の味 
を立川にいながらにして* しませ 
てくれる。ボリユ—ムたつぶりの 
一枚一枚に昨年 Anww 以米*尖 
にフアンが增ぇているのも' 1 i 然か。 
lui 松町大通り沿い Ml 七 It --:. 六 







